
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓『誠健勤和』 ２月の西中 

 

 
 
 
 
   

 ２月は「逃げる」と言われる通り、あっという間にひと月が終わったように思います。一方では、今月は新型コロ

ナウイルスの感染拡大が大きく、北海道全域にまん延防止等重点措置がとられた中での教育活動となりました。オミ

クロン株の感染力の強さには驚くばかりです。全国的には、学校などの教育機関で感染が広がっているとの警戒感が

強く、道内も例外なく教育活動に大きな制限がかかりました。健康のためとはいえ、生徒たちには申し訳なく思って

います。予定通り、３月６日で重点措置が解除され、少しずつ通常の教育活動に戻せることを願うばかりです。特に、

来月は公立高校の入試や卒業式など、３年生にとっては義務教育の節目とも言える大切な行事を控えています。これ

まで通り、生徒・保護者の皆様の協力を得ながら、高い意識をもって感染防止対策に取り組んで参りたいと思います。 

さて、世界に目を向けると、冬季オリンピックへの注目が集まりました。本大会でも各国の選手たちの熱いドラマ

や日本選手たちの挑戦、友情や激励など感動場面が多く見られました。日本選手のインタビューを聞いていると、私

自身、選手たちの意識の変化に驚いています。少し前の大会では、日本の代表という重い荷物を背負いながらメダル

を取れないと申し訳ないと謝る場面が見られたものですが、今大会では、大会の出場や競技を楽しんでいる選手が数

多く見られました。スポーツの祭典というオリンピックの主旨を考えるなら、きっとこの方が正常な気がします。恐

らくここに至るまで、全てを犠牲にし、努力を重ねてきたはずです。本番はその成果を生かし、伸び伸びとやってい

る姿に感動を覚えるのではないでしょうか。 

他方で、世界をリードする重責を担い、挑戦を続けている選手もいます。その一人が、羽生結弦選手ではないでし

ょうか。３連覇や金メダルの期待がかかる中、自身の夢でもあったクアッドアクセルに挑戦。メダルこそ逃したもの

の、国際公認大会で初めて４回転半ジャンプとして認定されました。羽生という先駆者を追い、この技に挑戦する選

手たちも今後現れるでしょう。羽生選手は、世界の第一人者だからこそ言える、思慮深い言葉を述べています。それ

は、「努力はウソをつく」という言葉です。厳しい練習や準備を重ねても、望んだ結果を得られるとは限らない、と

いうことであろうと思います。でも、この言葉には続きがあります。「でも、無駄にはならない。『努力の正解』を

見つけることが大切」。未来の成功や勝利を見据えた実に奥深い言葉だと、学ばせていただきました。 

３月で３学期並びに令和３年度が終了します。生徒たちは各学年に応じた振り返りやまとめを行い、各個人が挑戦

している目標達成に向けてラストスパートをかけています。 

「今の頑張りはすぐに結果が出なかったとしても、将来の 

ためには決して無駄にはならない」、生徒たちには、そう 

いう気持ちで一日一日を有意義に過ごしてほしいと日々願 

っています。地域・保護者の皆様には、引き続き生徒たち 

を温かく見守っていただけますようお願い申し上げます。 

校 長 中 川 季 賢 

今年度のラストスパートへ 

ZERO運動月別目標 「１年間を振り返って周りに感謝しよう！」 

月別 保健目標   「心の健康を考えよう！」 

富良野西中学校 

《学校だより》 

令和４年２月２８日 

２月号 

 

 先日、スポーツ庁政策課より「令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書」が送付されました。

本校の結果は、長座体前屈の結果が比較的高く、特に男子は全国平均を上回りました。また、50ｍ走や20ｍ 

シャトルランの種目が大きな課題として残り、「走」の克服が本校生徒に必要なことがわかりました。 

現在、本校では、体育の授業はもとより、運動に対しての興味、関心を高めるため、保体常任委員会が主とな

り、玄関ロビー等を活用して体力向上に関わるポスターを掲示しています。 

 これからも学校と家庭が連携して、体力向上のため、運動をする習慣の定着を図っていきたいと思います。 

 全国学力・学習状況調査等から、本校生徒の課題の一つとして読解力を高めること 

が必要であると考えております。読解力を高める 

ためには「読書」は有効手段の一つです。 

                 文化常任委員会では、各学級の委員が「立ち読 

みコーナー」と題してお薦めの一冊をポスターで 

紹介しています。また、そこに掲載されているＱ 

Ｒコードを読み取ると、お薦めポイントが書かれ 

た箇所にたどり着き、その本の内容が伝わります。 

この機会に、是非、本を手にとってみませんか。 

 

生活常任委員会では、あいさつをする習慣を定着させるた

めに、朝、玄関に立ち、登校してくる生徒一人一人に丁寧な

あいさつをしています。そのあいさつに合わせて多くの生徒

もしっかりとあいさつを返している姿が見られました。 

あいさつは、コミュニケーションをとる手段としても有効

です。お互いに気持ちよく学校生活を過ごすためにも、あい

さつをする習慣を身に付けてほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3日（木）公立高校学力検査      14日（月）振替休業日         21日（月）春分の日 

4日（金）公立高校面接                  公立高校追検査      23日（水）生徒会役員認証式 

8日（火）薬物乱用防止教室（3年）  15日（火）校内研修 学年会議   24日（木）修了式 離任式 

9日（水）職員会議          16日（水）参観日①（1-1、1-2）  

10日（木）卒業式総練習                    公立高校合格発表    

11日（金）同窓会入会式             17日（木）参観日②（2-1、2-2） 

卒業生を送る会             常任委員会        

12日（土）第71回卒業証書授与式    18日（金）生徒会役員選挙       

          

 

 ２月１５日（火）に令和４年度修学旅行保護者説明会

を旅行業者も参加のもと、オンラインで行いました。こ

の会の中では、行程や感染症対策等を説明しました。 

来年度の修学旅行は、４月２７日（水）～２９日（金）

の２泊３日で道南方面での研修を予定しています。未だ

収まる気配がない感染状況の中、生徒の安全・安心を第

一に考えながら、学びを深め合い、いつまでも心に残る

修学旅行になるよう努めていきます。 

 

２月９日（水）に今年度２回目の避難訓練を行いました。前回は火災を

想定した訓練でしたが、今回は地震発生に備えた訓練を実施しました。生

徒は、地震発生のアナウンスをしっかりと聞いてから机の下に身を隠す行

動をとりました。本来なら揺れが収まったことを確認してから体育館に移

動する計画を立てていましたが、感染状況を鑑み、各教室で「東日本大震

災プロジェクト『防災小説』」の映像を視聴しました。地震による津波発生

をイメージして自分で小説をつくるという内容でした。防災を自分事とし

て捉える取組で想像力を養うことを目的としています。また、教頭から富

良野市の自然災害として考えられる洪水についても話をしました。 

 自然災害は、いつ・どこで起きるかわかりません。普段から自然災害が

起きたときにどのような行動をとり命を守るか、家族と相談しながら考え

ておく必要があると思います。 

第 71回卒業証書授与式 ３月 12日（土）開催 
 
今年度の卒業証書授与式は、感染症対策として入場者数を制限（３年保護者または富良野市内在住の祖父母で各家

庭計２名以内、来賓４名、在校生は教室ＴＶ）して行います。晴れの門出にふさわしい式となることを願っています。 

２月１４日（月）に生徒会役員と生活常任委員、野球部員が中心となり、地域の 

除雪を行いました。昨年に比べると積雪量が多く、さらに、この日の数日前に雨や 

湿った雪が降ったりと、大変な条件での除雪とな 

りましたが、参加した生徒は意欲的に活動してい 

ました。この活動に対して、地域の皆様からも感 

謝の言葉をいただきました。 

人にとって大切なことは、助け合い、支え合うことです。今一度、ボランティア 

活動の意義について考えてみてほしいと思います。 

 ２月下旬から３月上旬にかけて１，２年生の学年末テス

トを実施しています。この定期テストに向けて各学年連絡

協議会（連協）が中心となり、それぞれの教科の予想問題

を一問一答式でつくり廊下に掲示しています。生徒は、休

み時間等を利用して基礎・基本の定着を図っていました。

全員で学習に取り組もうとする取組は、本当に素晴らしい

ものだと思いました。 

※富良野西中学校では、「学習指導員」

を募集しています。興味のある方は学校

（TEL：22-2318）または富良野市教育委

員会までご連絡ください!! 

 

お子様本人に風邪症状が見られた場合はもちろん、同居家族で風邪症状が見られる場合も、

お子様の登校を控えていただきたいと思います。ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

 

 

  

３年１組 

３年２組 

３年３組 

 ２月８日（火）に入学説明会を行いました。当初は、

小学６年生と保護者に来校していただき、中学校の雰

囲気を感じてもらう予定でしたが、感染症対策のため

この日は保護者向けのオンライン開催となりました。 

 夢と希望を抱いて入学してくるお子様を、学校と家

庭で連携し、地域の力も借りながら育てていきたいと

思います。どうぞ、よろしくお願いします。 

 ３月３，４日は公立高校一般入試の日です。下の写真は、

湯本学校司書が受験生応援のために揃えた本、そして、手作

りのお守りを写したしたものです。 

 ３年生の受験を 

西中全教職員で応 

援しています。是 

非、自分を信じて 

持てる力を存分に 

発揮してください。 


